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昭
和
20
年
3
月
10
日
未
明
の

下
町
大
空
襲
に
続
い
て
、
平
和

を
祈
念
し
、
今
回
は
「
城
南
大

空
襲
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

昭
和
20
年
4
月
15
日
の
深
夜

か
ら
16
日
未
明
に
か
け
て
、
房

総
半
島
と
相
模
湾
か
ら
侵
入
し

た
Ｂ
29
爆
撃
機
2
0
0
機
の
爆

撃
で
、
大
田
区
大
森
、
蒲
田
の

地
域
は
、
死
者
8
4
1
人
を
出

す
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し

た
。
米
軍
機
か

ら
は
、
焼
夷
弾

や
重
油
が
投
下

さ
れ
、
約
7
万

戸
が
焼
失
し
ま

し
た
。

広
大
な
敷
地

を
持
つ
「
池
上

本
門
寺
」
に
は
、
空
襲
を
逃
れ

て
多
く
の
人
が
避
難
し
て
き
ま

し
た
が
、
「
本
門
寺
」
自
体
も

ま
た
空
襲
を
受
け
て
惣
門
、
五

重
塔
な
ど
を
除
き
ほ
ぼ
全
焼
す

る
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

本
門
寺
の
隣
に
あ
る
「
本
門

寺
公
園
」
（
都
営
浅
草
線
「
西

馬
込
駅
」
か
ら
徒
歩
12
分
・
写

真
）
の
子
供
広
場
か
ら
は
、
今

は
元
気
な
子
供
た
ち
の
歓
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、当
時
は
、

空
襲
に
よ
る
夥
し
い
遺
体
の
仮

埋
葬
場
所
と
し
て
の
悲
し
い
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

夥
し
い
遺
体
が
仮
埋
葬
さ
れ
た
本
門
寺
公
園

待
っ
て
い
ま
す

教
師
も
子
ど
も
も
「
3
月
」
に

続
き
、
「
4
月
」
も
奪
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
「
子
ど
も
た
ち
は

必
ず
帰
っ
て
く
る
」
「
会
え
る
そ

の
日
を
あ
き
ら
め
な
い
で
」
待
っ

て
い
ま
す
。
藤
井
明
（
都
教
組
墨

田
支
部
）◇

◇

地
域
で
も
支
援
し
た
い

地
域
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
、「
事

務
所
閉
鎖
↓
全
員
解
雇
」
が
突
然

に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
都
内
に
グ

ル
ー
プ
会
社
が
複
数
あ
り
、
労
働

組
合
が
あ
る
会
社
、
な
い
会
社
も

あ
り
ま
す
。
労
働
組
合
で
は
、
一

方
的
な
解
雇
は
認
め
な
い
、
会
社

存
続
し
て
い
る
間
の
休
業
手
当
の

支
給
な
ど
を
会
社
に
求
め
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
ま
す
が
、
な
に
よ
り
も

働
く
人
た
ち
の
こ
と
を
全
く
考
慮

し
な
い
会
社
に
、
組
合
員
み
ん
な

怒
り
心
頭
で
す
。
雇
用
と
補
償
を

求
め
て
闘
う
労
働
組
合
を
、
地
域

で
も
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
西
敏
雄
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
目
黒
地

域
支
部
）

⇒
投
稿
を
頂
い
た
の
は
4
月
15
日

で
し
た
。
そ
の
後
の
団
体
交
渉
を

経
て
、
27
日
に
会
社
は
「
退
職

合
意
書
」
の
撤
回
に
応
じ
る
確
認

書
を
組
合
と
締
結
し
た
そ
う
で

す
。た
た
か
い
の
成
果
で
す
ね（
編

集
部
）

◇

◇

職
場
の
同
僚
の
話
か
ら

連
日
休
園
で
自
宅
遊
び
の
孫

娘
。
持
っ
て
い
る
人
形
、
ぬ
い
ぐ

る
み
を
自
分
の
前
に
並
べ
て
出
席

確
認
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

な
ど
。
よ
く
見
れ
ば
全
員
マ
ス
ク

を
付
け
て
い
る
。
手
前
の
子
グ
マ

の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
抱
き
寄
せ
る

と
、お
で
こ
同
士
を
く
っ
つ
け
て
、

「
は
い
、
お
熱
あ
り
ま
せ
ん
。
遊

ん
で
ら
っ
し
ゃ
い
。
で
も
外
は
ダ

メ
よ
」
と
。
飯
塚
浩
一
（
足
立
区

職
労
）

◇

◇

公
立
病
院
守
る
た
た
か
い
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
は

多
く
の
医
療
従
事
者
や
施
設
が
必

要
で
す
。
こ
ん
な
時
の
都
立
病
院

の
独
立
行
政
化
の
強
行
は
、
東
京

都
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
を
や

る
気
が
な
い
と
し
か
受
け
取
れ
ま

せ
ん
。
公
立
病
院
を
守
る
た
た
か

い
が
必
要
で
す
。
大
塚
涼
（
全
印

総
連
・
日
本
機
関
紙
印
刷
所
労
組
）

◇

◇

早
め
の
給
付
を

マ
ス
ク
は
ど
こ
を
探
し
て
も
ど

こ
に
も
売
っ
て
お
ら
ず
、
手
作
り

マ
ス
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ア
ベ

ノ
マ
ス
ク
よ
り
、
早
め
の
現
金
給

付
を
希
望
し
ま
す
。
舘
内
津
々
子

（
生
協
労
連
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
労
組
）◇

◇

ス
ッ
キ
リ
し
て
も
ら
い
た
い

マ
ス
ク
不
足
の
報
道
か
ら
数
ケ

月
経
っ
て
い
る
の
に
、
医
療
の
現

場
で
不
足
し
て
い
る
と
の
声
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
届
い
て
い
る
。

一
方
、
「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」
は
大

金
を
か
け
て
給
付
が
始
ま
っ
た
よ

う
だ
が
、
不
良
品
が
届
い
た
り
、

政
府
発
表
と
枚
数
・
金
額
が
合
わ

な
か
っ
た
り
、
汚
れ
が
あ
っ
た
り

と
も
っ
ぱ
ら
評
判
が
悪
く
、
配
布

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

何
か
あ
る
ら
し
い
。
ス
ッ
キ
リ
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
土
田
尚

義（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
品
川
地
域
支
部
）

▼
都
議
会
開
会
日
行
動

5
月
27
日
（
水
）
12
時

15
分
〜
、
都
庁
第
1
庁
舎

前
歩
道
（
代
表
参
加
で
実

施
予
定
）

▼
地
域
専
従
者
・
地
域
ユ

ニ
オ
ン
担
当
者
会
議

6
月
3
日
（
水
）
10
時

半
〜
、
東
京
労
働
会
館
5

階
会
議
室

▼
中
央
行
動
（
最
賃
・
公

務
員
賃
金
）

6
月
4
日
（
木
）
署
名

提
出
院
内
集
会
予
定
（
野

音
集
会
・
デ
モ
は
中
止
）

▼
最
賃
課
題

東
京
労
働

局
行
動

6
月
15
日
（
月
）
8
時

半
〜
東
京
労
働
局
宣
伝
、

10
時
〜
労
働
局
局
要
請

（
予
定
）

▼
全
労
連
・
東
京
地
評

争
議
支
援
総
行
動

7
月
8
日（
水
）終
日
、

各
所

4
月
15
日
号
の
正
解
は
「
軍
事

費
削
り
、
国
民
本
位
の
コ
ロ
ナ
救

済
せ
よ
」
で
し
た
。
応
募
者
は
20

人
で
、
以
下
の
5
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

永
田
正
司
（
都
教
組
世
田
谷
支

部
）、
柴
山
正
人（
品
川
労
協
）、

和
久
井
仁
子
（
東
京
土
建
西
多
摩

支
部
）
、
菅
野
芳
昭
（
品
川
区
職

労
）
、
邊
見
明
美
（
都
教
組
葛
飾

支
部
）

Ａ
〜
Ｚ
を
順
に
並
べ
て
言
葉

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
答

え
・
組
合
名
・
氏
名
・
住
所
・

通
信
・
パ
ズ
ル
や
紙
面
の
感
想

な
ど
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は

メ
ー
ル
で
東
京
地
評
編
集
部
へ

（
あ
て
先
は
一
面

題
字
の
ワ
キ
）
。

締
め
切
り
は
6
月

1
日
の
消
印
有

効
。
抽
選
で
5
人

の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉
こ
ん
な
厳
し
い
な

か
で
の
火
事
場
泥
棒
は
退
場
あ

る
の
み

（
ヨ
コ
の
カ
ギ
）

①
屋
根
よ
り
高
い
○
○
○
○
○

⑥
異
な
る
旋
律
を
挟
み
つ
つ
同

じ
旋
律
を
繰
り
返
す
楽
曲
形
式

⑦
木
材
の
薄
板
。
単
板

⑨
仏
教
用
語
。
こ
の
世

⑩
切
る
は
英
語
で

⑫
平
城
京
が
造
ら
れ
た
県
は

⑬
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
略

⑮
山
芋
の
葉
の
付
け
根
に
で
き

る
球
芽

⑰
江
戸
時
代
、
外
国
貿
易
の
た

め
に
平
戸
等
に
置
か
れ
た
通
訳

⑳
故
郷
に
帰
る
こ
と

㉑
時
は
○
○
な
り

（
タ
テ
の
カ
ギ
）

①
競
技
場
。
ロ
ー
マ
の
世
界
遺

産
を
英
語
読
み
に
す
る
と
…

②
首
都
は
デ
リ
ー

③
歌
う
声
。
○
○
自
慢

④
人
と
別
れ
る
こ
と
。
別
離

⑤
小
さ
い
建
物

⑧
狭
心
症
の
薬
、
○
○
○
グ
リ

セ
リ
ン

⑩
外
皮
。
卵
の
○
○

⑫
辺
野
古
新
基
地
建
設
が
狙
わ

れ
て
い
る
沖
縄
県
北
部
の
市

⑭
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
11
番
目

⑯
○
○
も
山
の
賑
わ
い

⑰
開
○
、
○
学
、
○
行
、
○
信

⑱
農
民
。
士
○
工
商

⑲
そ
の
時
の
相
場

◆
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、

男
女
労
働
者
を
対
象
と
し
て

子
ど
も
が
満
1
歳
（
保
育
所

が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
な
ど

は
2
歳
）
ま
で
の
育
児
休
業

を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
満

3
歳
に
な
る
ま
で
は
短
時
間

勤
務
制
度
を
設
け
る
こ
と
が

事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
小
学
校
入
学

ま
で
は
所
定
外
労
働
の
制
限

等
の
措
置
を
取
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
労

働
者
の
申
出
」
が
条
件
で
あ

る
が
。
◆
相
談
者
の
女
性
は

15
年
間
勤
務
。
子
ど
も
は
2

人
で
、
育
児
休
業
後
3
歳
ま

で
の
時
短
勤
務
を
し
て
い

た
。
子
ど
も
が
3
歳
に
な
る

た
め
就
学
ま
で
の
残
業
の
免

除
を
申
請
。「
早
番
」
の
シ
フ

ト
の
み
、
「
遅
番
」
は
で
き

な
い
こ
と
を
上

司
に
告
げ
た
。

す
る
と
、
こ
れ

か
ら
は
遅
番
も

や
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
っ

た
。
そ
ん
な
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
か
、
自
分
で
社
員
全
員

に
確
認
を
と
れ
と
言
わ
れ
た

と
い
う
。
◆
こ
れ
は
も
ち
ろ

ん
育
児
休
業
に
伴
う
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、

頻
繁
に
改
正
さ
れ
る
法
律
を

熟
知
で
き
て
い
る
使
用
者
は

少
な
い
。
都
の
労
働
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー
や
東
京
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
部
に
相
談

し
て
、
役
所
の
あ
っ
せ
ん
と

し
て
会
社
に
助
言
し
て
も
ら

い
解
決
す
る
こ
と
を
勧
め

た
。
ま
た
、
個
人
加
盟
の
労

働
組
合
に
加
入
し
て
交
渉
し

て
も
ら
う
方
法
も
あ
る
と
伝

え
た
。◆
相
談
者
の
女
性
は
、

働
き
続
け
た
い
が
、
そ
ん
な

こ
と
を
し
た
ら
職
場
に
居
づ

ら
く
な
る
の
で
は
と
言
う
。

育
児
休
業
は
、
取
得
者
へ
の

給
付
金
・
社
会
保
険
料
の
免

除
な
ど
が
あ
る

だ
け
で
、
職
場

の
負
担
は
会
社

ま
か
せ
。
同
僚

は
仕
事
が
増
え
て
し
ぶ
し
ぶ

残
業
し
、
大
半
の
非
正
規
労

働
者
は
事
実
上
、
取
得
の
権

利
す
ら
な
い
。
男
性
の
育
児

休
業
の
取
得
率
の
低
さ
が
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
と
さ
れ
て
い

る
が
、
法
律
の
「
労
働
者
の

申
出
」
と
い
う
条
件
は
今
回

の
よ
う
な
苦
悩
を
本
人
に
も

た
ら
し
、
権
利
行
使
を
妨
げ

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
超
え
た
ハ

ー
ド
ル
な
の
だ
。
佐
伯
芳
子

（
東
京
地
評
労
働
相
談
員
）

作・あめんぼ

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓

オ
ル
グ
の
現
場
か
ら

「
労
働
者
の
申
出
」
は
権
利
行
使
を

妨
げ
て
し
ま
う

城
南
大
空
襲
・

本
門
寺
公
園

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓
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